
江田島市議会だより 第 75号
令和５年８月１日発行

江田島市議会だより 第 75号
令和５年 8 月１日発行5 4

主な議案

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

令和５年 5月

臨時会
会期：5/16

令和５年 6月

定例会
会期：6/20・21

議案・・・１件
承認・・・２件
報告・・・１件

議案・・・５件
報告・・・５件
発議・・・３件

2全ての議案名は、
市ホームページで
ご覧いただけます。

臨時会定例会

　
主
な
も
の
は
、
国
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」
を
活
用
し
て
実

施
す
る
事
業
で
、
１
億
３
０
２
８
万
９
０
０
０
円
の

増
額
補
正
で
す
。

議
案
第
46
号　
令
和
５
年
度
江
田
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

公
用
文
の
読
点
の
表
記
を
「
，（
コ
ン
マ
）」
か
ら

「
、（
テ
ン
）」
に
改
め
ま
す
。

　
昨
年
初
頭
、
約
70
年
ぶ
り
に
、
現
代
社
会
に
お
け

る
公
用
文
作
成
の
手
引
き
と
な
る
も
の
と
し
て
、｢

公
用
文
作
成
の
考
え
方
（
文
化
審
議
会
建
議
）｣

が

示
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
公
用
文
に
係
る
ル
ー
ル
の

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

議
案
第
42
号　
江
田
島
市
条
例
の
読
点
の
表
記
を
改
め
る
条
例
案

に
つ
い
て

｢

原
油
価
格
高
騰
対
策
緊
急
支
援
金
（
交
通
事
業
）｣

（
３
２
１
０
万
円
）
の
詳
細
を
。

燃
料
費
の
高
騰
に

よ
っ
て
、
市
内
の

公
共
交
通
事
業
者
は
経
営

上
、
非
常
に
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、

燃
料
単
価
の
上
昇
率
を
基

に
算
定
し
た
燃
料
高
騰
相

当
分
の
２
分
の
１
を
支
援

し
ま
す
。

　
対
象
は
、
航
路
事
業
者
、

バ
ス
事
業
者
お
よ
び
タ
ク

シ
ー
事
業
者
で
す
。

｢

バ
ス
通
学
児
童
・
生
徒
定
期
補
助
金｣

（
１
２
３
万

７
０
０
０
円
）
を
こ
の
時
期
に
措
置
す
る
理
由
は
。

小
学
校
・
中
学
校
で
バ
ス
通
学
す
る
子
ど
も
た
ち

の
定
期
券
補
助
金
の
補
正
分
で
す
。
本
年
度
当
初

予
算
編
成
時
に
は
、
予
備
分
を
含
め
て
３
４
９
名
と
想
定

「
消
防
団
活
動
事
業
費
」
中
、
備
品
購
入
費
（
４
７

４
万
４
０
０
０
円
）
と
は
具
体
的
に
何
か
。

し
、
１
５
９
２
万
２
０
０
０
円
を
計
上
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
本
年
度
４
月
の
確
定
人
数
は
３
５
７
名
と
な
り
、

想
定
を
上
回
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
確
定
人
数

に
予
備
分
５
名
分
を
加
え

た
、
合
計
３
６
２
名
分
を

確
保
す
る
た
め
に
、
不
足

す
る
13
名
分
を
補
正
計
上

す
る
も
の
で
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

消
防
団
が
活
用
す
る
救
助
資
機
材
の
整
備
費
用
で

す
。
既
に
柿
浦
・
小
用
・
沖
・
鹿
川
・
飛
渡
瀬
・

切
串
の
六
屯
所
に
配
備
し
て

い
ま
す
が
、
今
回
、
向
側
・

大
幸
・
宮
ノ
原
・
浜
の
四
屯

所
に
新
た
に
整
備
し
ま
す
。

今
後
も
計
画
的
な
整
備
を
進

め
ま
す
。

コロナ禍での利用者の減少による減収、さらには
燃料費の値上がりが事業者の経営を圧迫している

市内には路線バス利用の地域と
スクールバス利用の地域がある

整備する救助資機材。交通事故
の現場で救出作業に用いられる


